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KKR高松病院
血液浄化センター臨床工学科主任
臨床工学技士 岩田康伸

【経歴】

平成15年4月 医療法人社団豊南会 香川井下病院 入職
平成21年11月 社会医療法人財団エムアイユー 麻田総合病院 入職
平成23年5月 （国家公務員共済組合連合会）KKR高松病院 入職
平成26年4月 KKR高松病院 臨床工学科 主任

【取得資格】

血液浄化専門臨床工学技士
臨床工学技士
透析技術認定士
呼吸療法認定士
医療安全管理者

【所属学会】

日本臨床工学技士会
香川県臨床工学技士会 （血液浄化部門学術委員副委員長）
日本血液浄化技術学会 （代議員）（VA管理委員）（学術委員）（VA管理指導士認定制度協議会）
日本透析アクセス学会

【受賞】

平成30年度日本臨床工学会BPA最優秀賞

【論文】

2021年9月 日本血液浄化技術学会誌 発表論文「OHDFにて予期せぬ低分子蛋白大量漏出を経験した症例」
2022年9月 日本血液浄化技術学会誌 発表論文「VAIVT後再狭窄を繰り返す症例の開存期間と血流量の関係」
2022年9月 日本血液浄化技術学会誌 原著論文「VAUSにおけるEDVの有効性の検討」
2023年9月 日本血液浄化技術学会誌 発表論文「上腕動脈機能評価でのVAの狭窄タイプの判別への試み」
2024年9月 腎と透析別冊アクセス2024 発表論文「脱血手前狭窄が透析効率に与える影響の検討」
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講師 座長 学会発表

2024年1月～11月
透析臨床工学技士6名学会・セミナー関連実績

（件数）

私個人の件数

年間発表件数 4-5個
年間講演件数 5-6個
年間参加学会 10-15個



患者数装置

維持透析患者 45-55名

血液浄化センター病床数 19床

集中治療対応病床数 2床

透析常駐職員

臨床工学技士(専属) 6名

透析看護師 3名

腎臓内科医師 1名

透析関連
取得資格

専門血液浄化臨床工学技士 4名

認定血液浄化臨床工学技士 2名

透析技術認定士 7名

スタッフ所属
学会

血液浄化関連
コメディカル

日本透析医会

香川県臨床工学技士会

日本臨床工学技士会

日本血液浄化技術学会

日本透析アクセス学会

日本腎臓リハビリテーション学会

日本血液透析濾過医学会

日本フットケア足病変学会

KKR高松病院
血液浄化センター



発表内容の主な形
✔ 研究

・基礎研究
・開発研究
・臨床研究
(観察研究・介入研究・二次研究)

✔ 業務報告
✔ 症例報告
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発表テーマ

発表テーマ ＝ 研究テーマ

① さまざまな疑問を書き出す
② 関心のあるものをピックアップ
③ 具体的なものにする
④ 疑問を研究可能な形に形成する

➀～④の順に構成を検討していく
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本題に入る前に

✔発表って難しい？
✔よく意味がわからない
✔人前でなんでしゃべらなあかんの？
✔それ仕事ですか？

発表に対するイメージ



発表した人に尋ねると・・・



発表した人に尋ねると・・・

✔上司命令又は病院命令
✔先輩がしてるから仕方なく
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発表したくない理由を尋ねると

✔ 業務外のことをしなければいけないの？
✔ プライベートな時間削る意味は？
✔ お金出ますか？
✔ 質問されたら答えれないからしたくない。

恥ずかしい。
✔ 自分の発表なんかしょぼいと感じてしまう。



発表に対する意識の差



上司 発表対象者



■発表して学術的な経験を
積んで欲しい

■プレゼンテーション（人前
で話す）練習にもなる

■発表で調べ物をした分、
知識になり業務に活かせる
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上司 発表対象者

■何を発表すればいいの？
■発表で得られる物が不明
■解析？考察？さっぱり
分からない

■めんどくせーーーーー
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最近の若い子は発表してくれない

上司 → 発表してほしいなら自分で発表して見せる

若手 → 上司に指導を仰げば発表は必ず出来る
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ここで本題に戻ります

① さまざまな疑問を書き出す
② 関心のあるものをピックアップ
③ 具体的なものにする
④ 疑問を研究可能な形に形成する

➀～④の順に構成を検討していく

発表テーマ ＝ 研究テーマ



➀様々な疑問を書き出す

日常業務を行っていくうえで必ず疑問が発生する！
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透析終了後に、Vチャンバの薬液注入ラインから
投薬を行っていると思います。
回路を通して体に直接薬剤注入できるから、
Vチャンバから入れている。
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（例）

いつも行う透析の治療。
透析終了後に、Vチャンバの薬液注入ラインから
投薬を行っていると思います。
回路を通して体に直接薬剤注入できるから、
Vチャンバから入れている。

これ、本当に最適解なの？

日常業務を行っていくうえで必ず疑問が発生する！
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➀様々な疑問を書き出す

✔ Aチャンバから入れたらどうなる？

✔ 薬剤によって透析性は異なるよね？
蛋白結合率や腎代謝？肝代謝？

✔ そもそもHDとOHDFで薬剤除去量変わってこない？

✔ 透析後に入れるのがよさそうだけど本当に正解？

日頃からメモを取る
見解が出ているもの 見解が出ていないもの

この両者を振るい分けし、見解が出ていないものが

研究対象となる



②関心のあるものをピックアップ

✔ Aチャンバから入れたらどうなる？

✔ 薬剤によって透析性は異なるよね？
蛋白結合率や腎代謝？肝代謝？

✔ そもそもHDとOHDFで薬剤除去量変わってこない？

✔ 透析後に入れるのがよさそうだけど本当に？
透析前でもよくない？



②関心のあるものをピックアップ

✔ Aチャンバから入れたらどうなる？

✔ 薬剤によって透析性は異なるよね？
蛋白結合率や腎代謝？肝代謝？

✔ そもそもHDとOHDFで薬剤除去量変わってこない？

✔ 透析後に入れるのがよさそうだけど本当に？
透析前でもよくない？



③具体的なものにする



③具体的なものにする

HDとOHDFで薬剤除去量に違いはあるのか？



③具体的なものにする

HDとOHDFで薬剤除去量に違いはあるのか？
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③具体的なものにする

HDとOHDFで薬剤除去量に違いはあるのか？

ここから何の情報を集めれば発表の形になるのかを導き出す。

■ 何症例必要
■ 患者情報（体重・身長・透析歴・VA・年齢・性別）
■ どの薬剤にターゲットを当てるか（貧血・鉄剤・P吸着材など）
■ ターゲット薬剤で効果のある検査項目をピックアップする
■ 前向き研究可能か？後ろ向きしかできないか？



④疑問を研究可能な形に形成する

研究目的と研究内容をまとめる

倫理委員会等に提出するものとは別に
簡便な形式でA４用紙１枚に収まる形で
情報を書き出す。
これを作ることで研究テーマが明確化され
他者へどういう研究を行いたいか伝わるよ
うになる。
また研究のブレもなくすことができる。
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フィジカルデータ

状態データ

検査結果
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ここまでのまとめ

➀ 日常業務の一つ一つの意味を考えて業務にあたる。
→ 必ず疑問が出てくる。

② 日常業務を行っている間の疑問点はメモしておく。
→ 後で疑問の解決をする。

③ 明確な回答のないものは研究課題となりうる。
→ プランを形にして研究可能かを精査。

④ 上司は意欲のあるスタッフに必ず協力してあげる。
→ やる気を削ぐことはあってはならない。

⑤ 学会に参加して発表を行うことで自信に繋げていく。
→ 楽しさを知る。これが一番大事。



ここまでのまとめ

ここまでがテーマの見つけ方と
見つけてからの流れになります



よく他院から聞かれること

１位 なぜKKR高松病院はそんなに発表できるのか？

２位 若い方も積極的に発表して学会参加している。

どうやればそんなことできる？
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◦ 次年度学会参加予定を12月に立てる。
◦ 発表したいと言ってくる内容は承認。
◦ 発表内容は担当者をつけて指導させる。
◦ 予演会を必ず行う。
◦ 学術に対して目標を持たせる。
◦ 大きな学会にステップアップ方式を採用。
◦ 上司が毎年数演題出し続ける。
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やっていること……

◦ 次年度学会参加予定を12月に立てる。
◦ 発表したいと言ってくる内容は承認。
◦ 発表内容は担当者をつけて指導させる。
◦ 予演会を必ず行う。
◦ 学術に対して目標を持たせる。
◦ 大きな学会にステップアップ方式を採
用。
◦ 上司が毎年数演題出し続ける。

業務内容は定型化（システム化）して行っている。
学術内容も業務同様な考え方をしている。

上司の配慮＋雰囲気づくり＋目標設定

＝ 部下のやる気（学会発表）



次回『抄録の書き方』

2025年2月予定


